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         第1611回例会報告      令和1年8月22日（木）晴 

会長挨拶        「Sorry と Excuse」       会長 西澤賢二  

最近テレビのニュースでは毎日のように『あおり運転』の話題ですね。因みに私も同じ車に乗っていますが

私は無実です。あおり運転はしていません・・・・！！ 

前回海外での『ありがとう』についてお話ししました。今回は『ごめんなさい』謝ることに違いがあると感じた事

について話したいと思います 

私が海外展開する初めのころ出張ベースで渡比し、タイムスケジュールを作り予め時間を指定し打ち合わせ

内容を告げてあるのに 待ち合わせの時間に３０分から１時間遅れてくる。時間が遅れた事は謝らないで遅れ

た理由を先に、『途中渋滞で車が動かなかったから遅れた』と自分を正当化する それを指摘しても不毛の論

議となります。打ち合わせ内容についても国柄なのか正しい答えはと聞いても I hope とか I think あいまいな答えで

す。『・・・だと思います』の回答の連続。1週間滞在して打ち合わせも重なるとストレスも絶頂です。 

弊社工場内でも同様に、持っている製品を転んで傷をつけてしまっても作業者は足元に物があったから躓

いたと言い訳を先にする、確かにそこに置いた人も悪いが、足元に気を付けない作業者も良くないと指摘して

も物を置いた人が悪いと平行線、納得してもらえない事があります。 

友達同士喧嘩をした場合でもお互いに『ご免なさい』を言いません理由を聞けば「謝った方が負け 一生相

手に頭が上がらない」と語っていました。海外ではSorry ではなくExcuse が先、我々日本人とは大きく違いが

あります。学校の教育でも自分を正当化するために言い訳をする授業もあると聞いています。私にはどちらが

正しいか甲乙付ける事は出来ませんが、子供の頃の環境、その国の教育の違いですね 

 

幹事報告 

【理事会報告】 
1）９月の例会予定が承認されました。 
詳細は月末に発送される例会予定のＦＡＸをご覧ください 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３、地区大会参加について  

出欠席アンケートをお送りします 
４、諏訪グループ・チャンネルャリティゴルフ 
  詳細をFAXにて連絡します 
５、環境の日広告を記載します 
６、大津中央ロータリークラブとの相互訪問を進めます 
７、湖上観察会報告（Weekly1610をご覧ください） 
８、セブ音楽祭記念Tシャツの注文を取ります（無料） 
３５周年実行委員会 
遅滞なく準備を進めるよう指示がありました 

【受領文書】 
１）ハイライト米山・岡谷クラブ事業計画書・事業報告書が届
きました。回覧します 

♪出席報告 ♪ニコニコＢＯＸ ♪今週のことば 

会員数 37人 2名 6,000  川瀬園長先生、本日はお忙しいなか当クラブにお越しいただきましてありがとうござ

います。本日はよろしくお願いいたします        太田淳也 

35周年記念の準備を各部会が早めに進めてくれることを願って 

３５周年実行委員長 田中久登 

出席対象 35人 累計 112,000  

出席者数 28人 目標額 60万円 

出席率 80.0% 達成率 18.6% 

前回修正 65.7%   

月日 回 内　　　容

09月05日 1613 ガバナー補佐事前訪問例会

09月12日 1614 セブ音楽祭準備報告

09月19日 1615 ガバナー公式訪問例会

09月26日 1616 Ｗｅｂ等を活用した情報発信
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【第1611回例会】 

児童養護施設「つつじが丘学園」川瀬勝敏園長先生卓話 

今年の７月1日に内閣府から発表された「児童虐待相談件数」は日本全国で16万件にも上り、年々右肩上

がりに増えてきています。その16万件の約半分の8万件が「心理的虐待」と言

われる虐待で、家庭内での夫婦喧嘩や親子喧嘩を日常生活の中で子どもが体

験することで、心理的に追い込まれてしまうという虐待で「家族」というシステムが

崩壊している時代になっているように思います。行政が入らざるをえない時代に

なっているということです。 

 信州の夏休みは少しずつ昔より長くなっていて、親は困ってしまいます（笑）

この夏休みの7月29日（月）の夜11時ころに私の携帯電話に高校生の女の子

から実際にきたメールを紹介いたします。「こんばんは。4月にお世話になりました○○○です。おひさしぶり

です。‥・親（母親）がまた不安定で「出てけ！」とか攻めてきます。‥児童相談所には電話できないので‥助

けてください。‥・私、いなくなったほうがいいんでしょうか？」という内容でした。「私はあなたを心配していま

す。明日、午後二時過ぎでしたら時間がとれます。それでも困ったら「189（いちはやく）番ダイヤル」へ私

の名前を言って電話してもいいですよ。・・・」と答えました。「わかりました。我慢します。明日は午前中学校が

あるので、午後つつじが丘学園に行きます。」という相談がありました。 

この家は母親と娘さん2人でアパートに暮らしている母子家庭で、母親が勉強に対してかなり厳しい家です。

結局その日から3日間保護して学園で預かり、その後自宅に帰ったという事

例でした。その他にも、中3の母子家庭の女の子で、その母親が亡くなってし

まい、1人ぼっちになってしまった。つつじが丘学園でみてくれませんか？と

いう相談もありまして、今施設では42名＋1名の43名の子どもたちを預かっ

ています。 

今の時代は、友だちがいない子が結構多い。勉強も大切ですが、友だちをつ

くる事を学校の先生ももっと教えて欲しいと思います。 

また少子高齢化の中で、施設の子どもたちも、これからの将来を担う「金の

卵」たちです。もっと大切にしてほしいと感じます。 

「愛情」はとても大切で、時にはお金よりも、飯を食わせてもらったというこ

とのほうが、皆よく覚えています。ご飯を食べながら、コミュニケーションをと

る事は、とても意味のある事です。 

ところで「半分この文化」もとても大切なことです。例えば、おせんべいを

半分こするとすると、きっちり半分には割れないので、自分が小さいほうの

おせんべいをとり、相手に大きいほうのおせんべいを渡せるという「思いや

り」「相手を想う気持ち」を持つことは難しいですが、そういう思いやりの持て

る人間に育てていくように日々頑張っております。 

愛情の話でもう一つお話させていただきます。 

馬の親子の話で、2頭の馬がいて、うち1頭が母馬でもう 1頭が仔馬で2頭とも同じ背格好をしている場合、

どちらが母馬でどちらが仔馬か見分けるにはどうしたらわかりますか？ 

その答えは、その2頭の馬の間に1本のニンジンを置いてみてください。じっと動かない馬のほうが母馬

で、仔馬はニンジンを食べようとするのです。（逆に雄馬と仔馬で同じ実験をするとちょっと違う結果にはなりま

すが‥・）母馬の愛情がよくわかります。鳥などの母鳥もひな鳥に口移しで食べさせる。これも母鳥の愛情です。 

時間の関係で一部話を端折りましたが、今後ともつつじが丘学園に引き続きご支援・ご協力のほどよろしくお

願いいたします。                                      （文：太田淳也委員長） 


